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実 施 日： 2015 年 4 月 28 日（火）  

当社説明者：代表取締役社長(兼)COO 上西 京一郎、執行役員経理部長 吉田 謙次 

IR グループマネージャー 財津 陽一(司会) 

2015 年 3 月期決算説明会 質疑応答 

 

 

以下は、説明会における主な質疑応答を取りまとめたものです。 

 

Q1） 大規模開発による、中長期的な経営への影響を伺いたい。工事期間中に入園者数が減少

することへの対応も教えてほしい。 

A1） 大規模開発エリアの具体的なオープン時期は未定であるが、2017 年度以降に順次、できる

だけ早くオープンできるよう進めている。東京ディズニーシーは未利用地を活用するため、工

事に伴うゲストへの影響は無いが、東京ディズニーランドは工事期間中に一部エリアをクロー

ズすることからキャパシティが減少する可能性がある。その時のゲストの体験価値や入園者

数への影響を最小限にとどめるため、工期や工事の方法を考えている。また、利益面では大

規模開発エリアのオープン直後は一時的に減価償却費の負担が大きくなるが、営業キャッ

シュ・フローという点では着実に成長させていきたい。なお、投資の規模感や工期などの詳

細は 2015 年中に改めてお伝えしたい。 

 

Q2） 大規模開発によってトゥモローランドが縮小されるが、今後、トゥモローランドの開発に着手す

ることはあるのか、教えてほしい。 

A2） 今後のコア事業の成長に向けた時間軸として、まずファンタジーランドに着手をしたということ

である。その次のステップとして、トゥモローランドなど、他のテーマランドの刷新・拡張も充分

に考えられる。 

 

Q3） 大規模開発によって駐車場のキャパシティが減少するが、代わりに立体駐車場建設の予定

があるのか、教えてほしい。 

A3） 今後の新たな立体駐車場建設について、今のところ決定しているものはない。 
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Q4） 新規事業の目標を見直しているが、その意図を教えてほしい。 

A4） 2023 年までに１セグメントレベルの事業を確立するという目標は変わっていないが、足元の中

計としては、より慎重な検討をすべく、研究・調査に時間をかけることとした。 

 

Q5） ホテル事業として、NK ホール跡地の利用は考えているのか、教えてほしい。 

A5） NK ホール跡地の利用については、具体的な決定事項はなく、ホテル事業に限らず常に検

討している。 

 

Q6） 例えば IT を使った課金ビジネスをテーマパークで展開するといった、ネットとリアルを融合す

るようなビジネスを実施する可能性を教えてほしい。 

A6） 弊社として、ご提案頂いたビジネスは考えていないが、テーマパークのサポート機能として IT

サービスを展開して、テーマパークのゲスト満足度を向上させることは実施していく。 

 

Q7） テーマパークの混雑感について、IT を使った解決策を考えているか、教えてほしい。 

A7）  IT を使って直接的に混雑感を緩和することは難しいが、例えば待ち時間をスマートフォンで

確認できるなど、ゲストがより情報を取りやすい環境を提供することで、効率的にテーマパー

クを楽しんで頂けるよう努めている。今後も、IT を活用した混雑緩和策について、スピード感

をもって実行していきたい。 

 

Q8） テーマパーク周辺の交通混雑について、緩和策があれば教えてほしい。 

A8） 過去、舞浜ランプの設置や周辺の道路の形状を工夫するなどの混雑緩和を行政と連携をし

て実施してきた。現時点では、今すぐに着手できる緩和策があるとは言えないが、今後も行

政と連携をし、中長期的な課題として取り組んでいきたい。 

 

Q9） 4 月の足元の状況を教えてほしい。チケット価格改定の影響はあるのか。 

A9） 足元のテーマパーク入園者数は、雨が多かった影響もあり、予想を下回っている。一方で、

晴れの日は予想を上回って推移していることから、チケット価格改定の影響があるとは考え

ていない。チケット価格改定については価格感応度調査などの様々な指標をもとに慎重に

決定しており、直接的に入園者数にマイナスの影響を及ぼすとは考えていない。 
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Q10） テーマパークの魅力向上について、例えばワンス・アポン・ア・タイムのコンテンツ入れ替え

やスターウォーズを使った新アトラクションなどの可能性について、教えてほしい。 

A10） プロジェクションマッピングは、アトラクションと比べると内容を入れ替えやすいことから、今後

も有効なコンテンツとして活用していきたい。例えば、同様の技術でワンス・アポン・ア・タイム

の他にも小規模な形で展開することも考えうる。スターウォーズについては、ディズニー社が

非常に力をかけている。日本のマーケットを見極めながらではあるが、弊社としても、トゥモロ

ーランド活性化策の検討材料の一つであると考えている。 

 

Q11） ゲスト一人当たり売上高の中長期的な向上にむけたイメージ、特に商品と飲食について教

えてほしい。 

A11） 商品については、今後もダッフィーやジェラトーニのようなキャラクター商品や、人口動態・ゲ

ストニーズをしっかり組み取った商品を開発していく。飲食については、人口動態の変化に

対応し、ゆったりとお食事をお楽しみ頂けるレストランの整備を行うことなどによりゲスト一人

当たり売上高を向上させていきたい。 

 

Q12） 訪日外国人の取込率向上にむけた施策があれば、教えてほしい。 

A12） 東京ディズニーリゾートを知って頂くという意味で、各国の言語に対応した WEB サイトや旅

行会社向けのパンフレットの充実などを実施している。加えて、訪日外国人ゲストのテーマ

パーク内での体験価値の向上にも取り組みをしていく。具体的にはキャストの語学レベル向

上の機会を提供する、字幕表記をしていくなどが挙げられる。 

 

Q13） 今後、海外ゲストが増加すると、ゲスト一人当たり売上高は向上するのか、教えてほしい。 

A13） 海外ゲストの単価については詳細を開示していないが、海外ゲストがより多くいらっしゃるこ

とは弊社の収益にとってプラスの影響があると考えている。 

 

Q14） 営業キャッシュ・フローの用途を教えてほしい。今後、ROE が下がると想定されるが、配当性

向の引き上げなどで株主還元を強化していく考えはあるのか。 

A14）  営業キャッシュ・フローは、コア事業であるテーマパークの価値向上への投資として充当を

していくことが第一であると考えている。株主還元についてもこれまで同様、着実に実施し

つつ、長期的な企業価値向上を目指したい。 
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Q15） コーポレートガバナンスについて、今後、どのように強化していく予定か教えてほしい。 

A15）  コーポレートガバナンスには様々な側面があるが、急いで形式的に対応をするのではなく、

弊社の中長期的な持続的成長に資する対応をしていきたい。 

 

 

以上 


